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【目　 的】ラッ ト頭蓋冠上の垂直的骨増大術モデ

ルにおいて,β －リン酸三カルシウム(β －TCP)

および硫酸カルシウム(CasO4)の 骨新生効果

を評価す ること。

【材料および方法】10週 令オスのsDラ ッ トを30

匹使用 した。 ① β－TCP,②CasO4,β －TCp+

CasO4を 添入 した3実 験群 と④ ゼラチ ン添入群

(陰性対照)を 無作為に決めた。全身および局所

麻酔下でラット頭頂部に皮膚骨膜弁 を作製 し,各

試料を加 えたチタンキャップ(内 面は機械研磨処

理を行った。)を2個 設置 して縫合 した。8週 間

後にラ ッ トを安楽死 させて組織標本 を作製 し,

H-E染 色,TRAP染 色および骨細胞 に特異的に発

現 す る 骨 関 連 タ ンパ ク 質 で あ るsclerostin

(sOsT)の 免疫染色 を行った。また,WinRoof(三

谷商事)を 用いて各実験群の新生組織量および骨

新生量 を定量 した。

【結果および考察】β－TCP添 加群では,β －TCP顆

粒の周囲を新生骨が取 り囲み,新 生骨中に骨細胞



が観察された。β－TCPと 新生骨 との境界には骨芽

細胞が観察された。新生骨周辺には破骨細胞はほ

とんど観察されなかった。β－TCP単 独添加群で新

生組織量に占める新生骨量の割合が最 も高かった

(p<0.05)。 β－TCP添 加群では他群 と比較 して骨

髄 組織 の割合 が低 い傾 向 にあった。 β－TCP+

CasO4の 相加効果はみられなかった。　CasO4単 独

添加群 の骨新生量は陰性対照のそれ と同程度で

あった。骨細胞のsosTの 染色性は部位によって異

なり,新 生骨内方の骨細胞が強陽性であった。

　 β－TCPは 未分化間葉系細胞か ら骨芽細胞や脂

肪細胞へと分化する過程で,骨 芽細胞と骨細胞へ

の分化を促進 したと考えられ る。新生組織 中には

β－TCP顆 粒が残存 しており,β －TCP顆 粒周辺で

骨へ の置換 が観察 され たことを勘 案す れば,

β－TCP顆 粒が完全に新生骨へ置換 された時点で,

β－TCP単 独添加群で骨新生量が最 も高くなると予

測 され,β －TCPはCasO4に 比較 して垂直的骨増

大 を促進するための足場 として優れていると考 え

られる。


